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覧 
◇ 

山
の
神 

 
一
月
十
七
日 

農
村
の
年
中
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
一
月
十
七
日
に
「
山
の
神
」
を
行
う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
山
の
神
と
は

山
を
司
る
神
で
、
し
ゃ
も
じ
の
形
を
し
る
し
と
し
て
い
ま
す
。
十
七
日
は
山
の
神
が
子
供
を
産
む
日
と
さ
れ
、
奥

方
の
こ
と
を
山
の
神
と
言
う
の
も
こ
の
辺
り
か
ら
き
た
言
葉
で
す
。 

◇ 

み
ど
り
の
日 

 

四
月
二
十
九
日 

昭
和
二
十
五
年
四
月
四
日
、
山
梨
県
甲
府
市
の
片
山
恩
賜
林
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
第
一
回
植

樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
後
両
陛
下
は
全
国
各
地
の
植
樹
祭
に
足
を
運
ば
れ
、
海
洋
生
物
の
研
究
と
共
に
草
木

を
こ
よ
な
く
慈
し
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
天
皇
の
御
意
志
を
継
い
で
四
月
二
十
九
日
は
「
み
ど
り
の
日
」
の

祝
日
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
大
切
な
資
源
と
し
て
、
ま
た
美
し
き
日
本
の
象
徴
と
し
て
、
緑
の
山
が
立
派
に
育

っ
て
い
く
こ
と
を
国
民
、
皆
で
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◇ 

全
国
植
樹
祭 

 

四
月
～
六
月 

大
会
の
前
身
は
、「
愛
林
日
植
樹
行
事
」
に
遡
り
、
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十
五
年
）、
山
梨
県
で
「
植
樹
行
事

並
び
に
国
土
緑
化
大
会
」
と
し
て
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
の
第
二
十
一
回
（
福

島
県
）
か
ら
現
在
の
名
称
に
な
り
、
今
日
に
至
り
ま
す
。 

国
民
体
育
大
会
・
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
と
並
び
「
三
大
行
幸
啓
」
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
一
万
人
前
後
の
規
模
で
毎
年
開
催
さ
れ
、
四
月
～
六
月
に
は
各
都
道
府
県
で
も
単
独
の
植
樹
祭
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

◇ 

山
の
日 

 

八
月
十
一
日 

 

自
然
と
親
し
み
、
森
林
の
様
々
な
恩
恵
に
感
謝
す
る
日
で
す
（
山
と
親
し
む
機
会
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
）。 

◇ 

全
国
育
樹
祭 

 

九
月
～
十
一
月 

 

継
続
し
て
森
を
守
り
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
普
及
啓
発
し
、
国
民
の
森
林
に
対
す
る
愛
情
を
培
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
秋
季
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
都
道
府
県
に
お
い
て
過
去
の
全
国
植
樹
祭
で
天
皇
・
皇
后
両
陛
下

が
お
手
植
え
さ
れ
た
樹
木
に
、
皇
族
（
皇
太
子
及
び
皇
太
子
妃
）
が
お
手
入
れ
、
枝
払
い
な
ど
を
実
施
す
る
祭
り

で
す
。 

◇ 

木
の
日 

 

十
月
八
日 

 

漢
字
の
「
十
」
と
「
八
」
を
組
み
合
わ
せ
る
と
「
木
」
に
な
る
こ
と
か
ら
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
木
の
良
さ
を
改

め
て
見
直
し
て
も
ら
う
日
で
す
。 

◇ 

間
伐
推
進
強
化
月
間 

 

十
月
～
十
一
月 

間
伐
の
普
及
啓
発
活
動
、
間
伐
材
の
利
用
推
進
活
動
を
実
施
す
る
た
め
の
啓
発
運
動
期
間
で
す
。 

・
・
・ 


